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「平成 28 年３月期 決算短信［日本基準］（連結）」の一部訂正のお知らせ 

 

平成 28 年７月 29 日に発表いたしました「平成 28 年３月期 決算短信［日本基準］（連

結）」の記載内容に一部訂正がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、

訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

１．訂正の理由 

「平成 28 年３月期 決算短信［日本基準］（連結）」の提出後に、記載内容の一部に誤りが

あることが判明しましたので、これを訂正いたします。なお、数値データの訂正はありま

せん。 

 

２．訂正内容 

「平成 28 年３月期 決算短信［日本基準］（連結）」３ページ 

（訂正前） 
 １．経営成績・財政状態に関する分析 
  (1) 経営成績に関する分析 

以上の結果、当社グループの当連結会計年度の連結業績は、既存事業の売上高は、
スマートフォンを利用した音楽・映像配信、ゲームアプリ等の普及の影響を受け、減
少する一方、新たにデジタルコンシューマー事業の売上高が加わったことにより
10,788 百万円と前年同期比で 0.5％の増加となりましたが、CSME の在庫の一部の評価
損による売上総利益への影響に加え、CSME の株式取得費用、のれん償却、内部統制に
必要な管理体制の整備費用等、経費が増加したことから、営業損失は 49 百万円（前年
同期は 127 百万円の営業利益）、経常損失は 97 百万円（前年同期は 181 百万円の経常
利益）となり、親会社株主に帰属する当期純損失 233 百万円（前年同期は 337 百万円
の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。 

 
（訂正後） 
１．経営成績・財政状態に関する分析 
  (1) 経営成績に関する分析 

以上の結果、当社グループの当連結会計年度の連結業績は、既存事業の売上高は、
スマートフォンを利用した音楽・映像配信、ゲームアプリ等の普及の影響を受け、減
少する一方、新たにデジタルコンシューマー事業の売上高が加わったことにより
10,788 百万円と前年同期比で 0.5％の増加となりましたが、CSME の在庫の一部の評価
損による売上総利益への影響に加え、CSME の株式取得費用、のれん償却、内部統制に
必要な管理体制の整備費用等、経費が増加したことから、営業損失は 49 百万円（前年
同期は 127 百万円の営業利益）、経常損失は 97 百万円（前年同期は 181 百万円の経常
利益）となり、親会社株主に帰属する当期純損失 234 百万円（前年同期は 337 百万円
の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。 

以 上 

  


